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山
崎
延
吉
の
著
書
は
四
十
一
冊
に
の
ぼ
る
。
中
で

も
『
農
村
自
治
の
研
究
』『
農
家
の
経
済
』『
農
村
計

画
』『
農
民
道
』
な
ど
は
、
彼
の
農
政
家
と
し
て
の
歩

み
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
農
業
の
近
代
化
、

農
村
の
振
興
、
農
民
精
神
の
高
揚
な
ど
、
新
し
い
農

村
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
考
え
を
受

け
入
れ
、
い
ち
早
く
農
業
の
近
代
化
を
進
め
て
い
っ

た
碧
海
郡
地
方
が
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
し
て
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

山
崎
延
吉
は
、
著
作
活
動
の
中
で
「
我
農
生
」
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
多
く
使
っ
て
い
る
。「
我
農
生
」
と
は
、

「
我
は
農
に
生
ま
れ
、
我
は
農
に
生
き
、
我
は
農
を

生
か
さ
ん
」
と
い
う
農
民
と
と
も
に
生
き
よ
う
と
す

る
彼
の
心
情
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）、山
崎
延
吉
は
、
三
重

県
鈴
鹿
郡
石
薬
師
村
（
現
在
の
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
）

に
四
町
歩
の
土
地
を
購
入
し
、
愛
知
県
立
農
林
学
校

の
卒
業
生
を
農
場
主
任
に
し
て
開
墾
を
進
め
た
。
こ

の
農
場
は
「
我
農
園
」
と
名
付
け
ら
れ
、
年
々
入
植

者
も
増
え
て
い
っ
た
。
こ
の
地
は
台
地
上
に
あ
っ
た

の
で
、
畑
作
地
と
し
て
野
菜
の
栽
培
や
家
畜
の
飼
育

が
中
心
と
な
っ
た
。
夏
は
イ
モ
、
ス
イ
カ
、
カ
ボ
チ

ャ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
秋
は
ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
冬

は
ム
ギ
、
そ
れ
に
養
鶏
、
養
豚
、
酪
農
と
年
中
仕
事

が
あ
り
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
多
角
経
営
を
し
た
。

そ
し
て
、
産
業
組
合
を
組
織
し
、
近
代
化
農
業
を
進

め
た
た
め
、
三
重
県
内
で
は
有
数
の
モ
デ
ル
農
村
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
こ
の
我
農
園
の
経
営
は
、

農
に
生
き
た
い
と
い
う
彼
の
願
い
で
も
あ
っ
た
。

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
の
関
東
大
震
災
以

後
、
社
会
不
安
の
中
で
小
作
争
議
が
頻
発
し
、
農
民

の
農
村
離
れ
が
進
ん
だ
。
山
崎
延
吉
は
、
農
民
の
本

質
を
理
解
し
、
農
民
の
使
命
を
ま
っ
と
う
す
る
真
の

農
民
を
一
人
で
も
多
く
農
村
に
定
着
さ
せ
る
必
要
か

ら
農
民
道
を
唱
え
、
各
地
で
農
民
道
講
習
会
を
開
催

し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）、彼
は
、

我
農
園
の
中
に
農
民
道
を
実
践
す
る
た
め
の
教
育
機

関
と
し
て
、「
神
風
義
塾
」
と
い
う
農
民
道
場
を
設
立

し
た
。
入
塾
者
は
一
年
間
寄
宿
舎
で
共
同
生
活
を
し

な
が
ら
農
業
技
術
を
習
得
し
、
農
民
道
の
修
業
を
し

た
。
農
村
の
経
済
更
生
計
画
が
進
む
一
九
三
四
年

（
昭
和
九
年
）、愛
知
県
で
も
岡
崎
市
美
合
町
に
追
進

農
場
が
、
安
城
市
里
町
に
安
城
農
道
館
が
建
て
ら
れ
、

勤
労
青
年
の
養
成
が
図
ら
れ
た
。
神
風
義
塾
は
、
一

九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）、戦
争
の
た
め
に
入
塾
者

が
い
な
く
な
り
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
十
六
年
間
で
百
二

十
一
名
が
修
了
し
て
い
っ
た
。
彼
が
め
ざ
し
て
き
た

農
業
の
近
代
化
も
、
戦
時
中
の
食
糧
増
産
と
い
う
掛

け
声
の
中
で
後
退
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
我
農

園
も
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
年
）、戦
後
の
農
地
改

革
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
姿
を
消
し
た
。

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）
七
月
十
九
日
、
午

後
八
時
十
五
分
、
山
崎
延
吉
の
生
涯
は
終
わ
り
を
告

げ
た
。
八
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

山
崎
延
吉
は
、
生
涯
を
通
じ
て
の
教
育
者
で
あ
っ

た
。
農
民
と
農
村
の
よ
き
指
導
者
で
あ
り
、
農
業
の

近
代
化
を
め
ざ
し
、
農
民
の
立
場
に
立
っ
て
農
政
の

方
向
を
指
し
示
し
た
。
そ
れ
が
農
民
に
慕
わ
れ
、「
農

民
の
父
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
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▲神風義塾記念碑
（三重県鈴鹿市石薬師町）

▲我農生の書「気魄」

の
ぶ
き
ち

が
の
う
せ
い

し
ん
ぷ
う
ぎ
じ
ゅ
く

つ
い
し
ん


